
まちの広報紙

Public Infomation of TAGATOWN

高源寺の枝垂桜■多賀町楢崎にある高源寺。その境内に
一本の枝垂桜が悠然と立っています。住職さんによると、
木の高さはおよそ１５メートルで、樹齢は約１００年だそう
ですsしなやかに伸びている枝には、きれいなピンク色の
花が咲き誇り、その美しく壮大な姿にしばらく時間が経つ
のを忘れてしまいますsまた夜はライトアップされ、昼間
とはまた違った幻想的な美しさを楽しめます。今年見られ
なかった人は来年をお楽しみに。 5
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多賀町多賀町 
町制町制5050周年周年 

多賀町 
町制50周年 

山蒼く山蒼く 水清く水清く 
心豊かな多賀のまち心豊かな多賀のまち 
山蒼く 水清く 
心豊かな多賀のまち 

たがのホームページ　http://www.tagatown.jp/
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歳入予算■ 

37億9,850万円 

(単位：千円)

歳出予算■ 

37億9,850万円 

(単位：千円)

国庫支出金(3.3%) 126,837
地方特例交付金(0.6%) 21,000

県税交付金(3.2%) 119,804

地方譲与税(2.1%)79,000

交通安全対策特別交付金(0.0%) 1,400

諸収入(1.5%) 56,418

繰越金(0.8%) 30,000
寄付金(0.5%) 18,150
財産収入(0.1%) 2,641

使用料および手数料 
(0.4%) 15,344

分担金および負担金 
(1.6%) 62,299

町　税 
(39.7%) 
1,507,214

町　債 
(9.8%) 
373,900

　　県支出金 
　(5.4%) 
206,895

地方交付税 
(25.0%) 
949,000

繰入金 
(6.0%) 
228,598

依　存　財　
源
　
4

9
. 4
%

自 　
主 　

財
　
源
　
5

0
. 6
%

予備費(0.1%) 2,000
諸支出金(0.0%) 105

公債費(16.4%) 
624,437

教育費 
(13.6%) 
515,221

消防費 
(3.6%) 136,819

土木費(11.8%) 
449,497

商工費 
(0.6%) 23,531

農林水産業費 
(4.8%) 184,186

衛生費 
(8.6%)325,382

民生費 
(26.1%) 
993,123

総務費 
(12.5%) 
475,324

議会費(1.8%) 68,875

特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集 特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集特集
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平成17年度予算は、一般会
計におきましては37億9,850
万円で、前年度比3億9,830万
円、9.5％の減、特別会計予算
は24億5,907万2千円で、前
年度比3億649万1千円、
14.2％の増、また企業会計予
算では15億7,372万円で、前
年度比7,544万3千円、5.0％
の増となり、総額では78億
3,129万2千円で、前年度比
1,636万6千円、0.2％減の規
模となりました。

平成17年度 多賀町主要施策の概要（単位：万円）
"うるおい"の多賀づくり
自然環境の保全と活用
合併処理浄化槽設置事業 ――――――821
ゴミ減量化・再資源化事業――――――602
ゴミ処理費―――――――――――13,297
し尿処理業務支援費 ―――――――1,500
町民参加の推進
町制50周年記念事業費―――――――500
同和対策事業費 ――――――――――435
男女共同参画推進事業 ――――――――29
分館活動活性化事業 ――――――――169
ふるさとまつり委託費――――――――200
行財政改革の推進
「ISO9001」認証支援事業 ―――――142
文字情報システム整備事業――――――600
インターネット技能講習会推進事業 ――― 90
例規システムCD化事業 ―――――――273
戸籍電算化事業 ――――――――――327
戸籍住民台帳ネットワークシステム事業 ―――133
土地評価関連事業 ―――――――――290
文書管理維持業務 ――――――――――40
広報・ホームページ関連 ――――――1,385
行政ネットワークシステム維持管理事業 ―――195
ホストコンピュータ更新費 ―――――3,320
"やさしさ"の多賀づくり
生活基盤の充実
町道改良・舗装事業 ――――――13,029
道路維持補修事業 ――――――――1,194
除雪対策事業 ―――――――――――435
県施工道路改良・舗装事業 ――――1,800
道路台帳整備事業 ―――――――――300
集落内排水路整備事業 ―――――――300
急傾斜地崩壊対策事業 ――――――1,970
芹谷ダム対策事業 ――――――――1,980
常備消防事業 ―――――――――10,215
防犯灯設置事業 ――――――――――211
コミュニティバス運行対策事業 ――― 2,885
山村辺地等活性化事業 ――――――1,373
地域ぐるみ福祉の推進
老人福祉事業 ―――――――――13,730
障害福祉事業 ――――――――――2,440
児童福祉施設整備事業 ―――――17,932
地域教育力・体験活動推進事業 ――――85
障害者支援費事業 ――――――――8,162
育児支援事業 ―――――――――――106
子育て支援対策事業 ―――――――2,978
スポーツと個性の生涯学習の推進
小学校児童通学バス運行事業 ―――1,221
中学校生徒通学費補助事業 ―――――647
社会教育活性化21世紀プラン推進事業 ―――510
青少年育成推進事業 ――――――――693
生涯学習推進事業 ―――――――――174
埋蔵文化財発掘調査事業 ――――――527
スポーツ教室開設費 ――――――――143
"にぎわい"の多賀づくり
地域産業の活性化
米政策費 ――――――――――――――36
近江米サバイバルプラン推進事業 ――― 150
環境こだわり農産物栽培奨励事業 ―――20
特産物生産奨励補助事業 ―――――――68
獣害防止対策事業 ―――――――――367
土地改良助成事業 ―――――――――874
県営ため池整備事業 ―――――――2,225
農村環境計画策定事業 ―――――――500
中山間地域等直接支払事業 ――――――85
林道整備・造林事業 ――――――――610
森林整備地域活動支援事業 ――――1,219
間伐実施事業 ――――――――――――84
高取山ふれあい公園事業 ――――――295
林業地域総合整備事業 ――――――3,283
小口簡易資金事業 ―――――――――522
山村コミュニティ活性化事業 ――――150
松くい虫防除事業 ――――――――――75
地域経済活性化対策住宅リフォーム促進事業 ―――150
観光ネットワークの構築
犬上三町広域観光事業 ――――――――10
観光標識設置事業 ――――――――――50
観光推進事業 ―――――――――――520
多賀音頭総踊り事業 ―――――――――20
中心市街地の活性化
空き店舗活用事業 ―――――――――100

総額：78億3,129万2千円
一般会計：37億9,850万 円

特別会計：24億5,907万2千円
企業会計：15億7,372万 円

企業会計：15億7,372万円
会　計　名 平成17年度予算額（千円） 比較増減率

水 道 事 業 517,858 16.4

下 水 道 事 業 710,353 △13.1

農業集落排水事業 345,509 46.5

合 計 1,573,720 5.0

特別会計：24億5,907万2千円
会　計　名 平成17年度予算額（千円） 比較増減率

国民健康保険事業 622,752 1.7
老 人 保 健 事 業 993,882 9.2
介 護 保 険 事 業 593,748 21.1
多賀町育英事業 3,160 4.1
びわ湖東部中核工業団地
公共緑地維持管理事業 3,000 0.0 

住宅団地造成事業 241,430 82.6 
多賀財産区管理会 202 △0.5 
大滝財産区管理会 898 2.3 
合 計 2,459,072 14.2 

平成17年度
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多賀の学校、50年のあゆみ
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多賀の学校、50年のあゆみ
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今
年
は
町
制
50
周
年
を
迎
え
る
年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
50
年
間
の
学

校
の
変
遷
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

▼芹谷分校　昭和37年に改築された多賀小学校芹谷分校。当
時、芹谷地区と霊仙地区（5、6年生）の児童が通っていまし
た。平成5年に多賀小学校に統合されました

s脇ヶ畑小学校

▼大君ヶ畑分校　昭和28年に新築された大滝小学校大君ヶ畑
分校。平成7年には多賀小学校大君ヶ畑分校と改められました。
翌年には多賀小学校に統合されました

▼富之尾分校　大滝小学校富之尾分校。平成5年に大滝小学校
に統合されました。現在は多賀町立富之尾保育園となっています

▲萱原分校　大滝小学校萱原分校。当時はおしどり分校と呼ば
れ、おしどりの飼育や観察で全国的にも有名になりました。富
之尾分校と同様、平成5年に大滝小学校に統合されました

▲多賀中学校　昭和23年に創設された多賀中学校（当時は犬
上東中学校多賀本校）。昭和45年に現在の多賀中学校が新築
され、移転されました。跡地は現在中央公民館になっています

▲佐目小学校　明治8年に東嶺小学校として創立され、昭和
30年に多賀町立佐目小学校となりました。平成10年に多賀
小学校に統合され、現在跡地は特別養護老人ホーム多賀清流の
里となっています

▲多賀小学校　昭和32年に竣工された多賀小学校。現在の校舎は昭
和48年に新築されたものです。昨年、創立130周年を迎えました
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多
賀
町
の
指
定
文
化
財
の
紹
介

金
銅
製
大だ

い

日に

ち

如に

ょ

来ら

い

坐ざ

像ぞ

う

胡
宮
神
社
の
境
内
に
大
日
堂
と
い
う

建
物
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
仏
像
が

た
く
さ
ん
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
安

時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
も
の
で
、

優
れ
た
作
品
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

明
治
時
代
の
神
仏
分
離
で
お
寺
関
係

の
物
（
文
化
財
）
は
、
神

社
関
係
の
物
と
分
け
ら
れ
、

大
日
堂
に
仏
像
が
集
め
ら

れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
中

で
も
、
こ
の
金
銅
製
大
日

如
来
坐
像
は
、
鎌
倉
時
代

の
優
品
で
慶
派
（
快
慶
・

運
慶
な
ど
の
系
統
の
仏
師
）

と
い
わ
れ
る
仏
師
の
作
品

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

像
高
13
・
7
㎝
と
小
さ

い
も
の
で
す
が
、
堂
々
と
し
た
量
感
を

誇
り
、
大
日
堂
の
仏
像
の
中
で
も
特
に

優
れ
た
作
例
で
す
。
最
近
、
像
の
成
分

を
分
析
（
蛍
光
X
線
分
析
）
し
た
結
果
、

77
％
の
銅
を
含
む
錫
と
鉛
の
合
金
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

青
銅
製
の
金
銅
仏
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
ま
た
、
表
面
は
鍍と

金き
ん

さ
れ
て
お

り
、金
と
水
銀
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
、

水
銀
に
よ
る
焼
付
け
で
鍍
金
さ
れ
た
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
体
の
薄
い
つ
く
り

昔
の
写
真
を
募
集
中
！

文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
も
う
今
は

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
私
た
ち
の
く
ら
し

を
写
真
資
料
で
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

昔
の
写
真
の
収
集
を
継
続
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

『
つ
い
最
近
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

昭
和
30
年
代
以
前
の
時
期
』
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
古

い
明
治
・
大
正
時
代
の
写
真
で
も
結
構

で
す
。
風
景
や
く
ら
し
を
中
心
に
、
行

事
や
記
念
写
真
な
ど
も
集
め
た
い
と
計

画
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
公
開
に
つ
い
て
ご
了
解

い
た
だ
け
る
こ
と
を

前
提
に
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
ネ
ガ
で
も

紙
焼
き
（
プ
リ
ン
ト

し
た
も
の
）
で
も
結

構
で
す
。
お
預
り
し

た
も
の
は
、
現
像
も

し
く
は
ス
キ
ャ
ナ
ー

で
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

と
し
て
資
料
化
さ
せ

て
い
た
だ
き
返
却
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
、
文
化
財
セ

ン
タ
ー
へ
郵
送
も
し

く
は
ご
持
参
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

写
真
説
明
と
し
て
撮
影
年
月
日
（
正
確

な
も
の
で
な
く
て
も
よ
い
で
す
。）、
内

容
（
場
所
や
被
写
体
の
説
明
な
ど
）
を
メ

モ
し
て
一
緒
に
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー

㈲
2
‐
0
3
4
8
（電）
4
8
‐
0
3
4
8

メ
ー
ルb

u
n
ka
za
i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
高
度
な
鋳
造
技

術
と
表
現
力
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
作
成
方
法
や
作

風
か
ら
12
〜
13
世
紀
初
頭
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

文化財
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調
査
報
告

近
江
カ
ル
ス
ト

洞
窟
の
謎
に
挑
む
！

博
物
館
で
は
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら
鈴

鹿
山
脈
北
部
に
分
布
す
る
石
灰
岩
地
帯

「
近
江
カ
ル
ス
ト
」
の
自
然
史
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

近
江
カ
ル
ス
ト
の
石
灰
岩
は
、
今
か

ら
2
億
8
0
0
0
万
年
前
に
サ
ン
ゴ
礁

の
海
で
堆た

い

積せ
き

し
た
岩
石
で
、
珍
し
い
生

物
の
化
石
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
も

有
名
で
す
。
ま
た
、
関
西
地
区
で
最
大

の
規
模
を
誇
る
河
内
風
穴
な
ど
石
灰
洞

が
数
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
洞
窟
は
、
数
万
年
の
時
間

を
か
け
て
岩
と
水
が
つ
く
り
上
げ
た
歴

史
の
証
人
で
あ
り
、
洞
窟
の
構
造
や
そ

こ
に
生
息
し
て
い
る
生
き
物
を
調
べ
る

こ
と
で
私
た
ち
の
住
む
大
地
の
成
り
立

ち
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
だ
調
査
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
、
ま
と
ま
っ
た
成
果
が
お
伝
え
で
き

る
の
は
も
う
少
し
先
に
な
る
と
思
い
ま

す
。こ

こ
で
は
調
査
の
様
子
を
ご
紹
介
し

て
皆
さ
ん
に
も
暗
黒
世
界
の
雰
囲
気
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館

㈲
2
‐
2
0
7
7
（電）
4
8
‐
2
0
7
7

メ
ー
ルa

ke
b
o
n
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

博物館・図書館

おもしろ考古学クイズ

ちょっと面白い考古学クイズです。

問題の答えがわかったら、FAXで回答

を送ってください。

正解者には、オリジナルグッズを差

し上げます。正解者多数の場合は抽選

で数人の方にお送りします。

問題

『古墳といってもいろいろな大きさや形

がありますが、今回の問題は、その中で

も一番良く知られている前方後円墳に関

係する問題です。滋賀県内で最大の前方

後円墳は安土町の瓢
ひょう

箪
たん

山
やま

古
こ

墳
ふん

です。さて

その全長は何メートルでしょうか？　ち

なみに、日本最大の古墳（前方後円墳）は

大仙古墳（仁徳天皇陵）の486メートル

です。）』

5択です

①162m ②182m ③202m
④222m ⑤242m

先月の答え…「蒲生町石塔寺の石仏五

輪塔の数は？」④12,000個でした。

（これは県内で最大の規模です）

あて先（ＦＡＸのみ受付）

「おもしろ考古学係」あて

解答と住所・名前をお書きください。

有線FAX 2‐0348

F A X 48‐8055

▲写真1 あまりの狭さに抜け出すのにひと苦労です。うー
んいつになったら出られるやら…（河内風穴・集水ホール）

▲写真2 洞内の鍾乳石を撮影しています。照明の当て方
には特に気を使います。（河内風穴・三神殿）

t昔の多賀大社、古例大祭のよう
すです

図
書
館
で
折
紙
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
！

3
月
12
日
に
日
本
折
紙
協
会
会
員
の

大
菅
恵
子
さ
ん
を
講
師
に
む
か
え
て
、

折
紙
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

折
紙
で
「
桜
の
う
つ
わ
」
と
「
手
さ

げ
か
ば
ん
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
少
し

む
ず
か
し
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ん
で
き
あ
が
り
に
と
て
も
満

足
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

ま
た
今
年
度
も
計
画
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
立
図
書
館（
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
）

㈲
2
‐
1
1
4
2

（電）
4
8
‐
1
1
4
2

メ
ー
ルto

s
h
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

新
し
い
本
が
入
り
ま
し
た

図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
紹

介
で
す
。
カ
ッ
コ
内
は
著
者
名
で
す
。

『
多
賀
家
物
語
』

（
多
賀
高
朗
）

『
君
た
ち
に
明
日
は
な
い
』（

垣
根
涼
介
）

『
古
道
具
中
野
商
店
』

（
川
上
弘
美
）

『
さ
よ
な
ら
の
空
』

（
朱
川
湊
人
）

『
奇
蹟
』

（
立
松
和
平
）

『
元
持
い
わ
し
侍
』

（
長
辻
象
平
）

『
駆
け
こ
み
交
番
』

（
乃
南
ア
サ
）

『
と
っ
て
も
不
幸
な
幸
運
』
（
畠
中
恵
）

『
希
望
』

（
林
京
子
）

『
美
女
に
幸
あ
り
』

（
林
真
理
子
）

『
絆
』

（
藤
本
敏
夫
・
加
藤
登
紀
子
）

『
少
年
記
』

（
森
詠
）

『
抱
き
桜
』

（
山
本
音
也
）

『
雨
と
夢
の
あ
と
に
』

（
柳
美
里
）

『
い
つ
か
月
曜
日
に
、
き
っ
と
』

（
ナ
デ
ィ
ン
・
ゴ
ー
デ
ィ
マ
）

『
Ｏ
ｎ
ｅ
　
ｄ
ａ
ｙ
』

（
ダ
ニ
エ
ル
・
エ
ー
レ
ン
ハ
フ
ト
）

※
貸
出
し
中
の
場
合
は
、
予
約
が
で
き

ま
す
。
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い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
。

風
水
害
へ
の
備
え

津
波
、
台
風
、
集
中
豪
雨
、
が
け
崩

れ
…
。

こ
う
し
た
自
然
災
害
は
い
つ
ど
こ
で

発
生
す
る
か
予
測
す
る
の
は
難
し
い
も

の
で
す
。
で
は
「
も
し
も
」
の
こ
と
を

想
定
し
て
皆
さ
ん
は
具
体
的
に
そ
の
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
か
？

そ
こ
で
、
風
水
害
に
備
え
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

い
ず
れ
も
、
早
め
の
備
え
や
日
ご
ろ

か
ら
の
点
検
、
準
備
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
家
族
で
緊
急
避
難
場
所
の
確
認
を

し
た
り
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た

場
合
の
連
絡
方
法
も
話
し
合
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
事
前
に

防
災
対
策
を
行
っ
て
い
れ
ば
被
害
は

確
実
に
軽
減
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

勇
気
を
も
っ
て
応
急
手
当
を

も
し
、
あ
な
た
の
目
の
前
で
大
切
な

人
が
突
然
倒
れ
た
ら
…

皆
さ
ん
こ
の
よ
う
な
事
態
を
考
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

1
1
9
番
通
報
か
ら
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
犬
上
郡
の
平
均
時
間
は
約

6
・
28
分
で
す
。
こ
の
間
大
切
な
の
が

応
急
手
当
な
の
で
す
。

右
図
に
あ
る
の
は
カ
ー
ラ
ー
の
救
命

曲
線
で
す
。

心
配
停
止
後
約
5
分
で
、
呼
吸
停
止

後
約
10
分
で
そ
れ
ぞ
れ
の
死
亡
率
が

50
％
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

救
急
隊
が
到
着
す
る
間
、
そ
の
場
に

居
合
わ
せ
た
「
あ
な
た
」
の
迅
速
な
応

急
手
当
が
、人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
、

救
命
の
連
鎖
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

「
何
か
を
し
な
く
て
は
！
」
と
感
じ

た
あ
な
た
の
そ
の
勇
気
は
、
応
急
手

当
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と
で
い
ざ

と
い
う
時
の
自
信
と
安
心
に
つ
な
が

り
ま
す
。

犬
上
分
署
で
は
「
救
命
率
の
向
上
は

住
民
の
意
識
か
ら
」
と
い
う
観
点
に
た

ち
、
応
急
手
当
講
習
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

彦
根
消
防
署
犬
上
分
署

（電）
3
8
‐
3
1
3
0

と
き
に
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
、
そ
し

て
み
ん
な
の
命
を
守
る
た
め
に
、
ま

ず
で
き
る
こ
と
か
ら
防
災
対
策
を
は

じ
め
ま
し
ょ
う
。

消防
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い
よ
い
よ
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。

木
々
の
緑
も
ひ
と
き
わ
色
濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
　
こ
れ
か
ら
の
気
持
ち
良

い
季
節
に
、
ぜ
ひ
体
を
動
か
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

5
月
25
日
（水）

多
賀
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ギ
ネ
ス
〞開
催

過
去
3
年
間
実
施
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
は
、
昨
年
過
去
最
高
の
80
・
6
％

の
参
加
率
を
記
録
し
ま
し
た
。
今
年
か

ら
は
他
府
県
と
の
対
戦
型
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
15
分
間
の
運
動
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
た
ら
事
務
局
（
海
洋
セ
ン
タ

ー
）
へ
報
告
し
て
い
た
だ
く
の
は
従
来

と
変
わ
り
な
く
実
施
い
た
し
ま
す
。
そ

れ
に
加
え
「
多
賀
町
で
一
番
だ
！
」
と

思
え
る
運
動
内
容
、
ま
た
地
域
で
の
取

り
組
み
を
「
多
賀
町
運
動
ギ
ネ
ス
ブ
ッ

ク
」
を
作
成
し
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
地
域
で
数
人
が
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
さ
れ
た
場
合
、
参
加
し
た
か
た
の

合
計
年
齢
が
1，

0
0
0
歳
で
あ
れ
ば

「
一
千
歳
ウ
ォ
ー
ク（
仮
称
）」
と
し
て
、
ま

た
個
人
で
15
分
間
腕
立
て
伏
せ
を
実
施

さ
れ
た
ら
そ
の
回
数
を
報
告
い
た
だ
き
、

そ
れ
ら
の
項
目
が
ト
ッ
プ
で
あ
れ
ば
、
ギ

ネ
ス
と
し
て
登
録
し
て
い
き
ま
す
。

『
多
賀
町
民
総
運
動
』
を
目
的
と
し
、

昨
年
の
参
加
率
を
上
回
る
こ
と
を
目
標

に
、
今
年
も
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
15
分

間
運
動
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
！

い
よ
い
よ
、
今
年
も
プ
ー
ル
の
季
節

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
海
洋
セ
ン
タ

ー
で
は
6
月
1
日
（水）
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
準
備
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

水
中
運
動
は
足
腰
に
負
担
が
か
か

ら
ず
、
安
全
で
す
。
今
年
も
皆
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た

例
年
の
教
室
も
次
の
と
お
り
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
海
洋
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

（
昼
の
部
・
夜
の
部
）

水
中
ウ
ォ
ー
ク
・
基
本
水
泳
教
室

小
学
生
水
泳
教
室

（
学
校
か
ら
案
内
配
布
）

幼
児
水
泳
教
室

（
幼
・
保
育
園
か
ら
対
象
園

児
に
案
内
配
布
）

た
だ
い
ま
準
備
中
！
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

わ
が
国
初
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
住
民
が
自
主
的
に
運
営

す
る
地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が

各
市
町
村
で
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
多
賀
町
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
発
起
人
会
で
も
、
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
を
十
分
に
把
握
し
、
だ
れ
も

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
み
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、

基
盤
と
な
る
組
織
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
設
立
の
ね
ら
い
・
ス
ポ
ー
ツ

・
組
織
の
整
備

・
競
技
力
向
上

・
健
康
づ
く
り
に
よ
る
医
療
費
削
減

・
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
、
拡
充

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
充
実

平
成
１７
年
度
の
取
り
組
み

◎
モ
デ
ル
事
業[

親
子
リ
ズ
ム
体
操
教

室]

の
実
施
（
年
間
事
業
）

◎
住
民
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施

◎
広
報
誌
の
発
行

◎
説
明
会
の
開
催

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。
ご
意
見
ご
希

望
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
と
と
も
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

多
賀
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
発
起
人
会

スポーツ

区分 時間 町内 町外

午前 9時～12時 500円 750円

午後
13時～15時 500円 750円

15時～17時 500円 750円

▲昨年はウォーキングされた方も多数おられました

お
問
い
合
わ
せ

Ｂ
＆
Ｇ
多
賀
海
洋
セ
ン
タ
ー
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艇
庫
利
用
の
開
放
ス
タ
ー
ト
！

１０
人
以
上
の
団
体
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
料
金
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
舟
艇
の
み
の
貸
し
出
し
は
受
け
付
け
て
お

り
ま
せ
ん
。

※
専
門
の
指
導
員
が
指
導
し
ま
す
が
、
10
人

の
利
用
に
つ
き
成
人
2
人
の
補
助
員
が
必

要
で
す
。

風水害に備えるための
チェックリスト

¢ 1．家の周りの点検をしま
しょう。

¢ 2．住まいの点検・補強を
しましょう。

¢ 3．非常持ち出し品など必
要な物は、早めに準備
しましょう。

¢ 4．気象情報を収集しまし
ょう。

¢ 5．早めに避難しましょう。
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健
康
づ
く
り
に
温
泉
等
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
!!

▼
4
月
か
ら
健
康
グ
ッ
ズ
の
当
選
確
率
が
上
が
り
ま
し
た
。

優
待
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
方

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
の
窓
口

に
あ
る
お
湯
め
ぐ
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
指
定
の
施
設
を
ご
利

用
時
に
ホ
ー
プ
「
ゆ
」
カ
ー
ド
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

各
協
力
施
設
で
割
引
の
サ
ー
ビ
ス

や
、
ス
タ
ン
プ
の
押
印
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
町
内
で
は
「
ふ
れ
あ
い

の
郷
」
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

（
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
）

カ
ー
ド
が
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
…

便
利
な
健
康
グ
ッ
ズ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
カ
ー

ド
を
役
場
の
環
境
生
活
課
の
窓
口
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
滋
賀
県
国
保
連
合
会

に
お
い
て
、
お
持
ち
い
た
だ
い
た
カ
ー

ド
の
中
か
ら
、
半
年
に
1
回
抽
選
を
行

い
、
2
0
0
人
の
方
に
健
康
グ
ッ
ズ
カ

タ
ロ
グ
の
中
か
ら
お
好
き
な
品
（
1
点
）

を
差
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
新
し
い
ホ
ー
プ
「
ゆ
」
カ
ー

ド
は
役
場
の
環
境
生
活
課
の
窓
口
に
て

お
渡
し
し
ま
す
。

抽
選
の
結
果
は
…

各
当
選
者
に
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
抽
選
発
表
は
あ
り
ま
せ
ん
）

温
泉
等
利
用
者
か
ら
の
声

☆
「
ゆ
」
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
県
内

の
温
泉
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

☆
温
泉
入
湯
料
が
安
く
な
る
こ
と
に
大

変
喜
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事

業
が
あ
る
こ
と
を
、
ま
だ
知
ら
な
い

人
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

☆
他
県
で
も
利
用
で
き
れ
ば
も
っ
と
い

い
と
思
い
ま
す
。

当
選
者
か
ら
の
声

☆
健
康
グ
ッ
ズ
が
い
た
だ
け
て
う
れ
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
は

十
分
気
を
つ
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
よ
〜
や
く
当
た
り
ま
し
た
。
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
温
泉
に
入
浴
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
健
康

グ
ッ
ズ
が
い
た
だ
け
、
二
重
の
喜
び
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。

☆
温
泉
利
用
で
風
邪
も
ひ
き
ま
せ
ん
。

足
腰
も
痛
く
な
く
健
康
づ
く
り
に
と

て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
環
境
生
活
課
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滋
賀
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

（
滋
賀
県
保
険
者
協
議
会
事
務
局
）

（電）
0
7
7
‐
5
2
2
‐
2
6
5
1
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環境・くらし
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た
ば
こ
と
健
康
に
つ
い
て

平
成
15
年
5
月
か
ら
、
受
動
喫
煙
防

止
を
義
務
づ
け
た
「
健
康
増
進
法
」
が

施
行
さ
れ
、
国
際
的
に
も
「
た
ば
こ
の

規
制
に
関
す
る
世
界
保
健
機
関
枠
組
条

約
」（
た
ば
こ
条
約
）
が
採
択
さ
れ
る

な
ど
、
た
ば
こ
と
健
康
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
動
き
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
禁
煙
し

た
い
、
本
数
を
減
ら
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
は
、
喫
煙
者
の
6
割
以
上
に
の

受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
に
は

1．

最
高
の
た
ば
こ
対
策
は
「
室
内
禁

煙
」
！

究
極
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
と
は
、

施
設
内
を
「
禁
煙
」
に
す
る
こ
と
で
す
。

対
策
費
用
も
い
り
ま
せ
ん
！

2．

次
善
の
策
「
空
間
分
煙
」

全
面
禁
煙
が
難
し
い
施
設
で
は
、
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
と
吸
う
人
を
分
離

す
る
「
分
煙
」
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て

ど
れ
く
ら
い
ご
存
じ
で
す
か
？

日
本
人
の
死
因
の
第
1
位
は
が
ん
で

す
が
、
た
ば
こ
は
多
く
の
が
ん
の
発
症

に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
調
査
結
果

で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
狭
心

症
や
心
筋
梗
塞
、
歯
周
病
、
骨
粗
し
ょ

う
症
、
老
化
の
促
進
、
さ
ら
に
生
ま
れ

て
く
る
こ
ど
も
へ
の
影
響
…
。
あ
げ
れ

ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
、
ま
さ
に
“
百
害
”

の
も
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
た
ば
こ
の
害

に
つ
い
て
多
く
の
知
識
を
も
ち
、
自
分

な
り
に
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
す
。

た
ば
こ
の
有
害
物
質
は
、

漂
う
煙
の
ほ
う
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

た
ば
こ
の
有
害
物
質
は
、
周
囲
に
流

れ
る
煙
の
ほ
う
が
、
よ
り
多
く
含
ま
れ

ま
す
。
吸
い
込
む
煙
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を

通
し
て
い
ま
す
が
、
漂
う
煙
は
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
さ
な
い
た
め
、
有
害
物
質
が

そ
の
ま
ま
漂
う
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た

煙
の
成
分
に
は
、
発
が
ん
物
質
を
50
倍

近
く
も
含
む
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ぼ
る
そ
う
で
す
。「
わ
か
っ
て
は
い
る

け
ど
や
め
ら
れ
な
い
」
の
は
、
ニ
コ
チ

ン
中
毒
や
精
神
依
存
が
深
く
か
か
わ
っ

て
い
る
か
ら
。
で
す
か
ら
、
喫
煙
は
失

敗
に
め
げ
ず
に
何
度
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
心
意
気
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
施
設
管
理
者
の
皆
さ
ん
は
、
室

内
禁
煙
、
ま
た
は
喫
煙
場
所
と
禁
煙
区

域
を
分
け
る
「
分
煙
」
対
策
で
、
利
用
者

や
従
業
員
が
安
心
で
き
る
、
安
全
で
健
康

的
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

喫
煙
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

喫
煙
す
る
と
き
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

☆
妊
婦
等
の
周
り
で
の
喫
煙
に
配

慮
し
ま
し
ょ
う
。

☆
歩
き
な
が
ら
の
た
ば
こ
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

☆
置
き
た
ば
こ
を
や
め
ま
し
ょ

う
。

☆
吸
い
殻
の
始
末
を
き
ち
ん
と
し

ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
を
吸
う
人
と
吸
わ
な
い
人
が

良
い
関
係
を
保
つ
た
め
に
は
、
お
互
い

の
思
い
や
り
や
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

気
持
ち
よ
く
生
活
し
て
い
く
た
め

に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
あ
な
た
の
家
庭
か
ら
、
さ
ら

に
地
域
の
公
共
施
設（
字
の
公
民
館
等
）

等
に
お
い
て
も
分
煙
、
禁
煙
に
つ
い
て

取
り
組
み
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
保
健
課
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保健

毎年5月31日は

「世界禁煙デー」です!!
5月31日～6月6日は禁煙週間

喫煙が健康へ与える影響は大きい上、受動喫煙の危険

性やニコチンの依存性を踏まえると、喫煙習慣は個人の

嗜好にとどまらない健康問題であり、生活習慣病を予防

する上で、重要な課題になっています。

そこで、平成元年には5月31日を「世界禁煙デー」と

定め、平成4年から、世界禁煙デーに始まる一週間を

「禁煙週間」と定めています。

▲「ふれあいの郷」

▲「ふれあいの郷」にはこんな施設もあります。ぜひご利用ください
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固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
話

固
定
資
産
税
と
は
、

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日

（「
賦
課
期
日
」
と
い
い
ま
す
。）
に
土

地
、
家
屋
、
償
却
資
産
（
こ
れ
ら
を
総

称
し
て「
固
定
資
産
税
」と
い
い
ま
す
。）

を
所
有
し
て
い
る
人
が
そ
の
固
定
資
産

の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
た
税
額
を

そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
に

納
め
る
税
金
で
す
。

①
固
定
資
産
税
を
納
め
る
人
（
納
税
義

務
者
）

固
定
資
産
税
を
納
め
る
人
は
、
原

則
と
し
て
固
定
資
産
の
所
有
者
で
す
。

土
地
…
土
地
登
記
簿
ま
た
は
土
地
補

充
課
税
台
帳
に
所
有
者
と
し
て

登
記
ま
た
は
登
録
さ
れ
て
い
る

人

家
屋
…
建
物
登
記
簿
ま
た
は
、
家
屋

補
充
課
税
台
帳
に
所
有
者
と
し

て
登
記
ま
た
は
登
録
さ
れ
て
い

る
人
。

償
却
資
産
…
償
却
資
産
課
税
台
帳
に

所
有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

る
人

た
だ
し
、
所
有
者
と
し
て
登
記

（
登
録
）
さ
れ
て
い
る
人
が
賦
課
期

日
前
に
死
亡
し
て
い
る
場
合
等
に

は
、
賦
課
期
日
現
在
で
、
そ
の
土
地
、

家
屋
を
現
に
所
有
し
て
い
る
人
が
納

税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

②
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
資
産

土
地
・
家
屋
・
お
よ
び
償
却
資
産
が

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
税
額
算
定
の
あ
ら
ま
し

固
定
資
産
税
は
、
次
の
よ
う
な
手

順
で
税
額
が
決
定
さ
れ
、
納
税
者
に

通
知
さ
れ
ま
す
。

1
固
定
資
産
を
評
価
し
、
そ
の
価
格

を
も
と
に
、
課
税
標
準
額
を
算
定

し
ま
す
。

2
課
税
標
準
額
×
税
率
＝
税
額

【
課
税
標
準
額
】

原
則
と
し
て
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

価
格
が
課
税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
住
宅
用
地
の
よ
う
に
課
税

標
準
の
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場

合
や
、
土
地
に
つ
い
て
税
負
担
の
調

整
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
課

税
標
準
額
は
、
価
格
よ
り
も
低
く
算

定
さ
れ
ま
す
。

【
免
税
点
】
市
町
村
の
区
域
内
に
同

一
人
が
所
有
す
る
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
標
準
額

が
、
土
地
30
万
円
、
家
屋
20
万
円
、

償
却
資
産
1
5
0
万
円
に
満
た
な
い

場
合
に
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
税
率
】
固
定
資
産
税
の
税
率
は
、
市

町
村
の
条
例
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
賀
町
で
は
1
・

4
％
（
1
0
0
分
の
1
・
4
）
で
す
。

3
税
額
等
を
記
載
し
た
納
税
通
知
書

を
納
税
者
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
課
税
標
準
額
、

税
率
、
税
額
、
納
期
、
各
納
期
に
お

け
る
納
付
額
、
納
付
の
場
所
等
の
記

載
さ
れ
た
納
税
通
知
書
に
よ
っ
て
市

町
村
か
ら
納
税
者
に
対
し
税
額
が
通

知
さ
れ
、
市
町
村
の
条
例
で
定
め
ら

れ
た
納
期
（
年
4
回
）
に
分
け
て
納

税
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

以
上
の
方
法
で
固
定
資
産
税
が
決

定
さ
れ
、
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
基
礎
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
市
町
村
の
財

政
を
支
え
る
基
幹
税
目
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
と
き

名
義
が
変
わ
っ
た
と
き

従
来
か
ら
家
屋
台
帳
等
に
登
録
さ
れ

て
い
る
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
場
合

は
、「
取
り
壊
し
届
出
書
」
を
税
務
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
あ

り
ま
せ
ん
と
、
登
録
さ
れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変

わ
っ
た
場
合
は
「
未
登
記
家
屋
名
義
訂

正
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出

が
あ
り
ま
せ
ん
と
、
前
所
有
者
で
登
録

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
前
納

報
奨
金
が
変
わ
り
ま
し
た

改
正
さ
れ
た
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
交
付
率

0
・
5
％
　→

　
0
・
3
％

（
例
）
年
税
額
1
0
0，

0
0
0
円
の

場
合
、
報
奨
金
1，

8
7
0
円
が

1，

1
2
0
円
に
な
り
ま
す
。

◎
交
付
限
度
額

7
万
円
　→

　
3
万
円

従
前
の
前
納
報
奨
金
制
度
は
交
付
水

準
が
、
市
中
金
利
に
比
べ
て
き
わ
め
て

高
い
交
付
率
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

固
定
資
産
税
と
町
県
民
税
の
み
を
対
象

と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
平
成

17
年
度
か
ら
改
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

5
月
の
町
税

納
　
期
　
限
　
5
月
31
日

固
定
資
産
税
　
第
1
期

軽
自
動
車
税
　
全
　
期

お
問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
課

㈲
2
‐
2
0
4
1

（電）
4
8
‐
8
1
1
3

メ
ー
ルze

i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

税のおしらせ
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
!!
萱
原
保
育
所
で
す
。

萱
原
保
育
所
は
多
賀
町
萱
原
、
犬
上

ダ
ム
の
そ
ば
に
あ
り
ま
す
。
4
月
か
ら

新
年
度
の
保
育
が
ス
タ
ー
ト
し
、
新
入

園
児
2
人
を
迎
え
、
子
ど
も
の
元
気
な

声
が
保
育
所
内
や
園
庭
そ
し
て
萱
原
の

中
に
響
い
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
の
元
気
な
姿
を
、

山
々
の
木
々
や
鎮
守
橋
の
鯉
の
ぼ
り
が

温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
萱
原
保
育
所
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
や
自
然
と
仲
良
く
す
る
保
育
、
少
人

数
な
ら
で
は
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
の
中
で
の
心
の
こ
も
っ
た
保
育
に
努

め
て
い
ま
す
。

犬
上
ダ
ム
、
大
師
堂
な
ど
へ
の
散
歩
を

通
し
て
の
ふ
れ
あ
い
や
、
餅
つ
き
大
会
、

お
正
月
お
楽
し
み
会
、
ひ
な
祭
り
会
＆
あ

り
が
と
う
の
会
な
ど
へ
の
祖
父
母
の

方
々
の
保
育
参
加
、
春
と
秋
の
バ
ス
遠

足
、
夏
の
お
楽
し
み
会
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク

リ
ス
マ
ス
会
な
ど
家
族
全
員
で
楽
し
む

行
事
も
あ
り
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
お
い
で
よ

に
こ
に
こ
広
場

3
月
に
は
広
場
の
活
動
で
、
ふ
れ
あ

い
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
新
聞
紙
破

り
や
バ
ス
タ
オ
ル
の
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
を

し
て
親
子
が
他
の
親
子
と
も
触
れ
合
い

な
が
ら
保
育
園
の
遊
戯
室
で
あ
そ
び
ま

し
た
。

ま
た
、
親
子
で
京
都
の
動
物
園
に
も

出
か
け
ま
し
た
。
初
め
て
の
大
型
バ
ス

に
乗
る
体
験
。
動
物
園
内
で
は
、
多
く

の
動
物
を
見
学
し
な
が
ら
動
物
ビ
ン
ゴ

を
し
1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

子
育
て
人
と
の
か
か
わ
り
ア
ド
バ
イ
ス

子
ど
も
に〝
見
通
し
〞を

も
た
せ
て
あ
げ
ま
せ
ん
か

用
事
が
多
い
母
親
に
と
っ
て
、
子
ど
も
と

の
時
間
は
つ
く
り
た
く
て
も
つ
く
れ
な
い
で

い
る
の
が
悩
み
の
種
の
よ
う
で
す
ね
。

子
ど
も
は
目
先
の
こ
と
が
す
べ
て
で
、

そ
の
先
の
こ
と
な
ど
考
え
て
行
動
で
き

ま
せ
ん
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
母
親
の
姿

を
見
る
と
、
ず
っ
と
こ
の
ま
ま
こ
の
状
態

が
続
く
も
の
だ
と
思
っ
て
し
ま
い
、「
お
母

さ
ん
、
今
と
て
も
忙
し
く
て
怖
い
顔
し
て

し
ま
っ
て
い
る
け
ど
時
計
の
針
が
3
ま
で

き
た
ら
一
緒
に
あ
そ
ぼ
う
」
と
い
う
言
葉

が
け
で
、
見
通
し
を
持
た
せ
て
み
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
。
日
々
同
じ
よ
う
に
伝
え
て

い
け
ば
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
待
つ
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
母
親
は
こ
の
約
束
に
誠
実
で
あ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

㈲
2
‐
1
0
2
5
（電）
4
8
‐
1
0
2
5

ま
た
未
就
園
児
さ
ん
を
保
育
園
に
お

招
き
す
る
キ
テ
ィ
ー
ち
ゃ
ん
の
日
（
子
育

て
支
援
事
業
）
や
清
流
の
里
の
方
々
と

の
交
流
な
ど
、
小
さ
い
お
友
達
か
ら
お

年
寄
り
の
方
々
ま
で
、
交
流
を
通
し
て

心
育
て
の
保
育
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
遊
び
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

保育園紹介

クロ～ズアップ
子どもの体②

鼻
鼻は、呼吸したり、においを感

じるほかに、外から入ってくるち

りやほこりを除去する働きがあり

ます。

はたらきのいろいろ

エアコンとして

肺に入る空気を適当な温度に

調節し、かつ湿度を与え、空気

中のちりや細菌をとりのぞいて、

のどや肺を保護します。

においを感じる

鼻腔上部の粘膜にある臭細胞

で、あらゆるにおいを感じ取っ

ています。においは大脳皮質の

臭覚野で判断されます。

発声を助ける

自分の声を共鳴させて、音色

をよくする働きをしています。

月齢の低い赤ちゃんはまだ口

から呼吸ができず、鼻からの呼

吸にたよっているので、鼻づま

りがひどくなると、呼吸が苦し

くなることがあります。また、

子どもは粘膜の働きや免疫力が

不十分なので、風邪をひいたり、

のどを赤くはらしたりしやすい

ものです。だからといって体が

弱いわけではないので、あまり

過保護にしないことも大切です。

▲園庭の花壇の水やりをする園児たち

▲ペンギン広場、活動のようす

5
月
は
、
固
定
資
産
税
の
税
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
月
は
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
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多
賀
の
自
然
と
歴
史
の

す
ば
ら
し
さ
に
感
動

3
月
6
日
、
子
ど
も
た
ち
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
雪
の
残
る
中
、
多

賀
大
社
の
御
神
木
で
あ
る
三
本
杉
を
め

ざ
し
、
八
重
練
か
ら
杉
ま
で
の
古
道
を

歩
き
ま
し
た
。

事
前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
下

見
を
兼
ね
て
山
に
入
り
、
倒
木
を
取
り

除
い
た
り
危
険
箇
所
を
点
検
し
た
り
し

て
古
道
を
整
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
自
然
の
山
道
を
歩
き
な
が
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
語
る
昔
の
生
活

の
話
に
耳
を
傾
け
、
昔
の
人
の
智
恵
や

暮
ら
し
ぶ
り
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
歩
い
て
い
る
途
中
で
汚
れ
た

今
年
で
１０
回
目
を
迎
え
る
「
た
か
と

り
桜
ま
つ
り
」
が
4
月
9
日
、
高
取
山

ふ
れ
あ
い
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
中
で
は
色
づ
い
て
い
た
桜
も
高
取

山
で
は
残
念
な
が
ら
ま
だ
つ
ぼ
み
。
そ

れ
で
も
絶
好
の
お
天
気
に
恵
ま
れ
て
、

2
0
0
人
を
超
え
る
人
々
が
来
園
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
で
は
、
豚
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

の
ほ
か
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
焼
そ
ば
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
も
販
売
さ
れ
、

皆
さ
ん
好
み
の
も
の
を
買
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
焼
き
肉
を
楽
し
ま
れ

る
人
の
姿
も
あ
り
、
公
園
内
は
と
て
も

に
ぎ
や
か
で
し
た
。

ま
た
、
お
昼
か
ら
は
芝
生
広
場
で
宝

探
し
ゲ
ー
ム
や
、
数
字
の
大
小
を
当
て
る

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

が
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
朝
は
ま
だ
つ
ぼ
み
だ
っ
た

桜
も
、
昼
過
ぎ
に
は
少
し
で
す
が
花
を

咲
か
せ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
１０
周
年

色
づ
く
桜
の
下
、
2
0
0
人
が
参
加

看
板
を
見

つ
け
、
参

加
者
み
ん

な
で
き
れ

い
に
拭ふ

き

ま
し
た
。

杉
の
集
落

で
お
弁
当

を
食
べ
、

栗
栖
を
通

り
、
中
央

公
民
館
ま
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

山
道
に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加
し
た
小

学
生
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
最
後
ま
で
歩

き
ま
し
た
。
多
賀
の
自
然
と
歴
史
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
良
い
体
験
に
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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「
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
」
記
念
看
板
除
幕
式

子
ど
も
も
森
林
づ
く
り
の

大
切
さ
を
P
R
し
ま
し
た

「
あ
る
い
て
ま
い
ろ
う
多
賀
三
社
ま
い
り
」を
開
催

足
取
り
も
軽
く
完
歩
し
ま
し
た

3
月
25
日
、
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園

に
お
い
て
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
パ
ー
ト

ナ
ー
協
定
を
記
念
し
た
看
板
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
看
板
に
は
協
定
の

説
明
と
協
定
地
の
地
図
が
描
か
れ
て
お

り
、
看
板
の
枠
に
は
多
賀
産
の
ヒ
ノ
キ

間
伐
材
が
使
用
さ
れ
、
両
側
に
は
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
に
よ
る
シ
ン
ボ
ル
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
除
幕
式
に
は
地
元
の
み
ど
り

の
少
年
団
も
参
加
し
、
式
の
後
、
看
板

4
月
2
日
、
「
歩
い
て
ま
い
ろ
う

多
賀
三
社
ま
い
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
多
賀
大
社
前
駅
に
集
合
し
た
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
軽
快
な
足
取
り
で
駅
前

を
ス
タ
ー
ト
し
、
ガ
イ
ド
の
田
畑
喜
四

郎
さ
ん
（
佐
目
在
住
）
の
案
内
で
、
飯

盛
木
、
胡
宮
神
社
、
楢
崎
古
墳
を
経
て
、

大
滝
神
社
に
到
着
。
昼
食
で
は
各
自
が

持
参
し
た
お
弁
当
を
お
い
し
く
い
た
だ

か
れ
ま
し
た
。
大
滝
神
社
で
の
昼
食
の

あ
と
、
再
び
ス
タ
ー
ト
し
、
富
之
尾
を

経
て
、
急
な
坂
の
梨
ノ
木
も
力
強
く
歩

の
周
辺
に
桜
の
苗
木
20
本
を
植
樹
し
ま

し
た
。

琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
パ
ー

ト
ナ
ー
協
定
と
は
、
1
月

19
日
に
滋
賀
県
知
事
を
立

会
人
と
し
て
、
キ
リ
ン
ビ

ー
ル
株
式
会
社
と
大
滝
山

林
組
合
が
締
結
し
た
も
の

で
、
大
滝
山
林
組
合
が
管

理
す
る
約
8
2
0
ha
の
森
林

づ
く
り
の
た
め
に
、
キ
リ
ン
ビ

ー
ル
株
式
会
社

が
10
年
間
に
わ

た
る
支
援
を
契

約
し
た
も
の
で

す
。

私
た
ち
大
滝
山
林
組
合
は
、
明
治
の
初
期
か
ら

犬
上
川
の
川
下
で
水
を
利
用
す
る
人
々
と
、
川
上

に
住
ま
う
人
々
が
一
体
と
な
っ
て
、
健
全
な
森
林
を

守
り
育
て
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
か

ら
当
地
で
は
、
そ
の
水
に
対
す
る
恩
恵
に
は
深
い
も

の
が
あ
り
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
山
林
経
営
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、こ
の
た
び
キ
リ
ン
ビ

ー
ル
株
式
会
社
様
が
、
水
の
源
で
あ
る
森
林
づ
く

り
を
協
働
で
進
め
て
い
く
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
定

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
森
林
に
携
わ
る
者
と
し

て
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
琵
琶
湖

森
林
づ
く
り
条
例
の
基
本
理
念
に
のっ
と
り
、
近
畿

府
県
一
千
四
百
万
人
の
水
源
と
し
て
、
母
な
る
琵

琶
湖
を
守
る
べ
き
森
林
か
ら
安
定
的
に
美
し
い
水

の
供
給
が
で
き
る
よ
う
、
治
山
、
治
水
、
水
源
の
涵

養
に
努
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
環
境
学
習
の
場
や

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
皆
さ
ん

が
喜
ん
で
森
林
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
指
導
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

大
滝
山
林
組
合
　
管
理
者
　
木
下
慶
一

き
、
工
業
団
地
へ
と
。
工
業
団
地
で
は

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
に
立
ち
寄
り
、
皆
さ

ん
展
示
さ
れ
た
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
の
化
石

に
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

多
賀
大
社
で
参
拝
し
、
絵
馬
通
り
を
経

て
、
ゴ
ー
ル
で
あ
る
多
賀
大
社
前
駅
へ

と
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
桜
は
ま
だ
楽
し
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
配
さ
れ

て
い
た
天
気
も
な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
、

参
加
者
の
方
々
は
全
行
程
約
14
㎞
を
楽

し
み
な
が
ら
歩
か
れ
ま
し
た
。

まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題

琵琶湖森林づくり
パートナー協定

多賀町観光協会三 本 杉 と
古道めぐり

たかとり
桜まつり
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多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

入
団
式
・
交
流
会

日
時
■
6
月
中
旬

場
所
■
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
■
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
（
交
流
会

は
町
内
小
学
生
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
）

春
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集

自
力
整
体
整
食
法
教
室

日
時
■
5
月
24
日
（火）

19
時
〜
20
時
30

分
、
毎
週
火
曜
日
　
全
10
回

場
所
■
滝
の
宮
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館

定
員
■
一
般
男
女
　
30
人

受
講
料
■
3，

0
0
0
円

申
し
込
み
締
切
■
5
月
17
日
（火）

テ
ニ
ス
教
室

日
時
■
5
月
17
日
（火）

19
時
〜
20
時
30

分
、
毎
週
火
曜
日
、
金
曜
日
全
10
回

（
雨
天
順
延
）

場
所
■
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員
■
一
般
男
女
　
30
人

受
講
料
■
4，

0
0
0
円

申
し
込
み
締
切
■
5
月
10
日
（火）

お
問
い
合
わ
せ

Ｂ
＆
Ｇ
多
賀
海
洋
セ
ン
タ
ー

㈲
2
‐
1
6
2
5
（電）
4
8
‐
1
6
2
5

メ
ー
ルb

g
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

わ
た
し
の
街
の
行
政
相
談
委
員

―
春
季
行
政
相
談
強
調
週
間

《
5
月
16
日
（月）
〜
22
日
（日）
》
―

当
町
で
は
、
総
務
大
臣
か
ら
、
行
政

相
談
委
員
と
し
て
石
田
昭
治
郎
さ
ん
が

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕
事

や
道
路
公
団
、
N
T
T
と
い
っ
た
特
殊

法
人
の
業
務
な
ど
に
苦
情
や
意
見
・
要

望
を
お
持
ち
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
か
。
苦
情
や
要
望
が
あ
っ
て
も
、

役
所
の
窓
口
ま
で
行
く
の
は
お
っ
く

う
だ
、
直
接
申
し
出
に
く
い
、
多
数

の
機
関
が
関
係
し
て
い
て
ど
こ
に
申

し
出
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
行
政
相
談
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
苦
情

や
意
見
・
要
望
を
お
聴
き
し
、
そ
の
解
決

や
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
寄

せ
ら
れ
た
意
見
を
そ
の
後
の
行
政
運
営

に
生
か
す
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
行
政
相
談
委
員
は
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
「
苦
情

救
済
」
と
「
広
聴
サ
ー
ビ
ス
」
の
担
い
手

な
の
で
す
。
相
談
は
よ
ろ
ず
相
談
所
（
毎

月
16
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ

い
の
郷
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
）
や
自
宅

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

石
田
昭
治
郎
さ
ん

多
賀
町
多
賀
5
9
2
‐
2

㈲
2
‐
2
3
1
3

（電）
4
8
‐
0
0
0
5

高
齢
者
用
回
数
券

鶴
亀
券
発
売
中
！

彦
根
地
域
を
運
行
し
て
い
る
路
線
バ

ス
で
共
通
利
用
で
き
る
お
得
な
彦
根
地

域
限
定
高
齢
者
回
数
券
（
鶴
亀
券
）
を

発
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

対
象
旅
客
■
満
61
歳
以
上
の
方

料
金
■
1
冊
　
1，
5
0
0
円
（
1
0
0

円
券
20
枚
綴
り
割
引
率
25
％
）

販
売
窓
口
■
バ
ス
乗
務
員
、
近
江
鉄
道

彦
根
旅
行
セ
ン
タ
ー
、
彦
根
観
光

バ
ス
営
業
窓
口

対
象
路
線
■
近
江
鉄
道
バ
ス
路
線
、

湖
国
バ
ス
路
線
、
彦
根
観
光
バ

ス
路
線

※
高
齢
者
回
数
券
に
あ
わ
せ
、
普
通

回
数
券
の
共
通
乗
車
も
実
施
さ
れ

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

近
江
鉄
道
株
式
会
社

（電）
2
2
‐
8
1
0
3

「
お
城
を
描
こ
う
！

写
生
大
会
2
0
0
5
」

〜
み
ん
な
で
築
こ
う
地
域
の
環
〜

開
催
日
時
■
5
月
22
日
（日）

9
時
〜
16

時
、
雨
天
順
延
（
6
月
5
日
（日）
）

開
催
場
所
■
彦
根
城
　
城
山
一
帯

大
会
本
部
■
城
山
公
園
事
務
所
前

受
付
場
所
■
大
会
本
部
・
表
門
・
大
手

門
・
黒
門
・
玄
宮
園

開
催
事
業
■
「
写
生
大
会
2
0
0
5
」、

「
お
城
の
話
を
描
こ
う
」、「
お
も

い
で
カ
ー
ド
」、「
カ
ロ
ム
体
験
コ

ー
ナ
ー
」、「
畳
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
」

お
問
い
合
わ
せ

（社）
彦
根
青
年
会
議
所

（電）
2
2
‐
7
5
2
2

おしらせ
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お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
時
■
5
月
7
日
、
同
14
日
、
同
21
日
、

同
28
日
　
い
ず
れ
も
（土）
15
時
〜

場
所
■
絵
本
コ
ー
ナ
ー

※
図
書
館
の
行
事
は
す
べ
て
無
料
で

す
。
皆
さ
ん
、
そ
ろ
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

休
館
日
■
毎
週
月
・
火
曜
日
、
最
終
の

木
曜
日
（
そ
の
日
が
祝
日
の
と
き

は
翌
日
）、
祝
日
の
翌
日

※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
図
書
館

は
開
館
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
立
図
書
館（
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
）

㈲
2
‐
1
1
4
2

（電）
4
8
‐
1
1
4
2

メ
ー
ルto

s
h
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

『
さ
さ
ゆ
り
む
す
め
』
募
集

多
賀
町
観
光
協
会
で
は
、
平
成
17
年

度
の
多
賀
町
の
観
光
P
R
や
観
光
行
事

に
参
加
い
た
だ
き
、
広
く
多
賀
町
を
ご

紹
介
い
た
だ
く
『
さ
さ
ゆ
り
む
す
め
』
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格
■
①
多
賀
町
の
観
光
振
興
と
さ
さ

ゆ
り
む
す
め
の
役
割
を
理
解
し
、

年
間
を
通
じ
て
町
内
の
諸
行
事

や
、
観
光
P
R
活
動
に
参
加
で
き

る
方
②
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の

方
（
た
だ
し
高
校
生
は
除
く
）
③

明
朗
で
健
康
な
方

活
動
内
容
■
万
灯
祭
御
神
火
祭
・
総
お

ど
り
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
た
が

楽
市
、
古
例
大
祭
、
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
諸
行
事
、
そ
の
他
必
要
と

認
め
る
行
事
等

申
し
込
み
期
限
■
5
月
31
日
（火）

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

多
賀
町
観
光
協
会

㈲
2
‐
2
3
4
9
（電）
4
8
‐
2
3
6
1

メ
ー
ルn

o
rin
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

『
あ
る
い
て
ま
い
ろ
う

多
賀
三
社
ま
い
り
』

春
の
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

J
R
東
海
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
も
今

年
で
3
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
胡
宮
神

社
・
大
瀧
神
社
・
多
賀
大
社
に
歩
い
て
ま

い
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
の
申
し
込
み

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
■
5
月
29
日
（日）
※
小
雨
決
行

ス
タ
ー
ト
受
付
　
8
時
30
分
〜
11
時

ゴ
ー
ル
受
付
　
15
時
ま
で

集
合
場
所
■
近
江
鉄
道
多
賀
大
社
前
駅

行
程
■
多
賀
大
社
前
駅→

飯
盛
木→

胡

宮
神
社→

楢
崎
古
墳→

大
滝
神
社

→

多
賀
大
社→

多
賀
大
社
前
駅

（
全
約
12
km
）

参
加
費
■
無
料

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
観
光
協
会

㈲
2
‐
2
3
4
9
（電）
4
8
‐
2
3
6
1

メ
ー
ルn

o
rin
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

役
場
企
画
課

㈲
2
‐
2
0
1
8
（電）
4
8
‐
8
1
2
2

メ
ー
ルkika

ku
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

学
ぶ
楽
し
さ
生
か
す
喜
び

―
生
涯
学
習
の
お
す
す
め
―

今
年
度
も
中
央
公
民
館
で
生
涯
学
習

講
座
を
開
講
し
ま
す
。

２１
世
紀
の
社
会
で
は
、
少
子
高
齢
化
、

自
然
環
境
の
悪
化
、
高
度
情
報
化
、
国
際

化
、
そ
し
て
生
活
様
式
の
個
別
化
、
多

様
化
が
い
っ
そ
う
進
む
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
住
民
の
皆
さ
ま

が
、
生
き
が
い
を
見
つ
け
健
康
で
健
や
か

な
く
ら
し
の
実
現
を
す
る
場
と
機
会
の

提
供
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
健

康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
楽
し
む
、
文
化
・
芸
術
に
親
し
む
、

と
い
っ
た
各
種
講
座
を
用
意
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
後
日
配
布
し
ま
す

〝
生
涯
学
習
の
お
す
す
め
〞
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

㈲
3
‐
3
7
4
0
（電）
4
8
‐
1
8
0
0

6
月
1
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
多
賀
町
に
は
、
町

長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

土
田
長
四
郎
さ
ん

（
土
　
田
）

集
治
　
温
子
さ
ん

（
大
　
杉
）

吉
田
　
義
和
さ
ん

（
八
重
練
）

大
道
　
英
昭
さ
ん

（
小
　
原
）

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

実
施
日
■
6
月
1
日
（水）

実
施
時
間
■
10
時
〜
17
時

実
施
場
所
■
多
賀
町
総
合
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
　
ふ
れ
あ
い
の
郷
　
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
室

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課

㈲
2
‐
2
0
0
1
（電）
4
8
‐
8
1
2
1

メ
ー
ルs

o
m
u
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

おしらせ

ふるさとまつりの企画調整委員を募集します！
～ふるさとまつりの企画立案に参加してみませんか？～

毎年開催しているふるさとまつりは、各種団体か
ら構成されるふるさとまつり実行委員会によって企
画運営されています。
今年度はこのふるさとまつりを、これまで以上に町
民参加によるイベントにするため、町民の皆さまの中
から、ふるさとまつりの内容を検討する「企画調整委
員」になっていただける方を募集します。あなたの意
見で今年のふるさとまつりを盛り上げませんか。
募集人数■5人
応募資格■町内に在住または在勤の方
募集期間■5月9日（月）～27日（金）
応募方法■応募用紙に必要事項を記入の上、役場企

画課まで（FAX可。応募多数の場合は書
類選考）※応募用紙は企画課にあります。

お問い合わせ
役場企画課 （有）2‐2018 （電）48‐8122

メール　kikaku@tagatown.jp

第
10
回
た
か
と
り
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
開
催
！

こ
の
ま
つ
り
は
多
賀
町

の
花
「
さ
さ
ゆ
り
」
が
咲
く

時
期
に
、
自
然
と
あ
そ
び
・

ま
な
び
・
か
ん
じ
る
こ
と
が

で
き
る
お
ま
つ
り
で
す
。
皆

さ
ん
も
高
取
山
ふ
れ
あ
い

公
園
に
ご
来
園
い
た
だ
き
、

楽
し
い
森
で
の
休
日
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
？

日
時
■
6
月
11
日
（土）

8
時
30
分
〜
雨
天
順

延
（
12
日
（日）
）

会
場
■
高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園

内
容
■
高
取
山
の
山
頂
か
ら
の
広
大
な
景
色
を
楽
し
め
る

パ
ノ
ラ
マ
ハ
イ
キ
ン
グ
、
多
賀
の
山
で
取
れ
た
広
葉

樹
を
使
っ
て
の
ク
ラ
フ
ト
等
の
木
工
教
室
、
ピ
ザ
や

ね
じ
り
パ
ン
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

※
そ
の
他
、
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
を
そ
ろ
え
て
皆
さ
ま
の
ご
来
園
を
お
持
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
　
㈲
5
‐
0
6
3
5
（電）
4
9
‐
0
6
3
5
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「
法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所
」

（
仮
称
）
の
お
知
ら
せ

法
務
局
で
は
、
登
記
、
人
権
、
戸
籍
お

よ
び
供
託
な
ど
の
事
務
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
土
地
・
建
物
ま
た
は
会
社
な
ど

の
登
記
に
関
す
る
こ
と
、
い
じ
め
や
近
隣

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
人
権
に
関
す
る
こ
と
、
遺

言
公
正
証
書
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
下
記
の
と
お
り
特
設
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
に
は
法
務
局
職
員
、司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
お
よ
び
公
証
人
等
が

相
談
に
当
た
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
電

話
で
の
予
約
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

日
時
■
5
月
29
日
（日）

10
時
〜
16
時

場
所
■
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
大
津
　
5
階
特

設
開
場

お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

大
津
地
方
法
務
局
総
務
課
（
担
当
　
三
橋
）

（電）
0
7
7
‐
5
2
2
‐
4
6
7
1

再
就
職
を
め
ざ
す
シ
ニ
ア
の
た
め
の

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
補
助
員
講
習
会

対
象
■
55
歳
以
上
68
歳
ま
で
の
方
（
年

齢
は
講
習
開
講
日
基
準
）

日
時
■
6
月
20
日
（月）
〜
7
月
8
日
（金）
の

15
日
間
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

13
時
〜
17
時
ま
で（
最
終
日
に
は
、

職
業
安
定
所
と
共
同
で
合
同
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。）

場
所
■
J
R
大
津
駅
前
　
滋
賀
ビ
ル
9

階（
大
津
市
梅
林
1
丁
目
3
‐
10
）

定
員
■
30
人
（
超
過
の
と
き
は
抽
選
）

費
用
■
無
料
（
教
材
は
支
給
）

申
し
込
み
方
法
■
往
復
は
が
き
に
講
習

名
（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
）、
住
所
、

名
前
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
（
生

年
月
日
）、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
6
月
1
日
（
必
着
）
ま
で
に

お
申
し
込
み
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

（社）
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

〒
5
2
0
‐
0
0
5
1

大
津
市
梅
林
1
丁
目
3
番
10
号

（電）（
0
7
7
）5
2
5
‐
4
1
2
8

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

日
本
赤
十
字
社
で
は
毎
年
全
国
一
斉

に
5
月
を
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
と
し
て

「
み
ん
な
の
や
さ
し
さ
を
大
き
な
力
へ
―

赤
十
字
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
募
金
活

動
・
献
血
活
動
・
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
各
種
の
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

世
界
中
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
よ

う
に
、
あ
な
た
の
愛
・
や
さ
し
さ
を
赤
十

字
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
１７
年
度
資
源
回
収
日
程

多
賀
中
学
校

6
月
5
日
（日）

12
月
4
日
（日）

多
賀
小
学
校

10
月
1
日
（土）

2
月
25
日
（土）

大
滝
小
学
校

9
月
24
日
（土）

3
月
4
日
（土）

5
月
22
日
（日）

富
之
尾
保
育
園

11
月
27
日
（日）

2
月
26
日
（日）

おしらせ

多賀町総合福祉保健センター

トレーニング室から

皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあい

の郷」では、毎月トレーニング室で健康セミナーを

開催しています。6月は運動不足解消教室です。

『運動不足を解消しよう！』をテーマにしていま

す。なお、はじめてトレーニング室を利用していた

だく方は、初回に利用講習会を受講していただく必

要があります。

ぜひ、受講して健康づくりにお役立てください6

月の予定は下記のとおりです。

―運動不足を解消しよう―　運動不足解消教室

6月10日（金）

10:30～11:15 健康セミナー「運動不足解消教室」

13:30～14:30 利用講習会

6月25日（土）

13:30～14:15 健康セミナー「運動不足解消教室」

14:30～15:30 利用講習会

6月25日（土）

18:00～18:45 健康セミナー「運動不足解消教室」

19:00～20:00 利用講習会

トレーニング室利用時間■ 10:00～20:30

トレーニング室を利用できない日■毎週日曜日、第

2・第4月曜日（第2・4月曜日が祝日の場合、翌

日が休みとなりますのでご注意ください）、祝日

利用対象者■18歳以上の方

利用料■町内在住・在勤の方200円、町外の方300円

その他■運動のできる服装・運動靴・タオルをご

用意ください。

お問い合わせ

多賀町総合福祉保健センター ふれあいの郷

㈲2‐2021（電）48‐8115

メール hoken@tagatown.jp

子育て支援センター　ひろばの案内

赤ちゃんペンギン広場 5月56日（金）、56月51日（水）

ペンギン広場① 5月11日（水）
10:30～11:30

ペンギン広場② 5月18日（水）

カンガルー広場・キリン広場 5月27日（金）

にっこり広場（施設の開放）
月・火・木・金 9:00～12:00

（園行事等でお休みの時があります）

園庭開放
火・金 9:00～12:00

土 9:00～16:00

☆子育て相談は随時行っていますので、気軽に来所するかお電話ください。

☆前もってお電話いただけるとうれしいです。

☆支援センター利用のお願い：多賀ささゆり保育園の門扉は、安全のためにいつも閉めていますので、あけてお

入りください。車を止められたら、しめておいてください。保育園の玄関に置いてある来館者名簿にお名前を

記入してからあそびましょう。（登録をされている方には、名札を個々にお渡ししますので、それを付けてあそ

びに来ましょう）

お問い合わせ 子育て支援センター ㈲2‐1025 （電）48‐1025

乳
児
健
診

予
防
接
種

健
　
　
診
　
　
等

相
　
　
談
　
　
等

保健業務（平成17年6月） 場所：多賀町総合福祉保健センターふれあいの郷

おめでた・おくやみ

生まれました！

☆橋
は し

本
も と

将
たすく

（一博・梨恵）

☆櫻
さくら

きらら（光史・真理子）

☆樋
ひ

口
ぐ ち

万
ま

琴
こ と

（啓一・衣里子）

☆辻
つ じ

凌
りょう

和
わ

（康弘・有香理）

おくやみ申し上げます

◆大森與太郎　　　88歳

◆中村　洋子　　　62歳

◆夏 外K 90歳

◆鈴木　 一　　　78歳芳 

原 

＊「予防接種手帳」を必
ずお読みになってから
おいでください。

行　事　名 実　施　日 受付時間 対　　　　象　　　　者

すくすく相談 6月 7日（火）
子どもに関する健康、子育てについての相談を受け
付けています。

すこやか相談 6月14日（火） 10:00～11:00
自分の健康について、相談になりたい方は、お気軽
にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪測定
も無料でできます。

いきいき相談 6月21日（火） 「最近、物忘れがひどくなったかな？」と不安に思
われたらご相談下さい。

介護相談 随 時 認知症や寝たきり等の方のお世話でお困りの方
3～4カ月児（離乳食教室）

6月 6日（月）
13:00～13:15 H17年1月生まれの乳児

9～10カ月児 13:15～13:30 H16年7月生まれの乳児
2歳6カ月児歯科健診 6月 7日（火）

13:00～13:15
H14年11月・12月生まれの幼児

3歳6カ月児健診 6月 8日（水） H13年11月・12月生まれの幼児
整形外科健診 6月22日（水） 13:40～14:00 H17年3月・4月生まれの乳児
日本脳炎

6月13日（月）
標準的な年齢　満3カ月～満90カ月未満

6月27日（月）
Ⅰ期初回　3歳児

13:30～14:30 Ⅰ期追加　4歳児

BCG予防接種 6月14日（火）
標準的な年齢
満3カ月～6カ月未満の児でBCG未接種児

※就学前で未接種の場合や、不明な点がある場合は、福祉保健課までお問い合わせください
☆各健診や予防接種には必ず母子手帳・予診表（のびっこ手帳は必要事項を記入して）をご持参ください。
☆2歳6カ月児歯科健診、3歳6カ月児健診を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきてください。
☆9～10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひおいでください。
☆予防接種を受けられる方は、来所されてから熱をはかり、受付へおいでください。

敬称略



多 賀 町 町 制　　 周年記念クイズ

今年度は『多賀町町制50周年』を記念しまして、クロスワードパズルに替え、多賀町に関す
るクイズを合計50問出題させていただきます。ふるってご応募ください。
また、『多賀町町制50周年』に関する情報や思い出なども一緒にお送りください。

昭和35年設立されたものは？　次の3つからお選びください。

1.多賀町有線放送農業協同組合 2.多賀町観光協会 3.多賀町商工会

昭和36年、大字佐目に開設された町立の保育所の名称は？　次の3つからお選びください。

1.ゆりかご保育所 2.佐目保育所 3.うぐいす保育所

昭和37年、町立多賀中学校に統合された分校は？　次の3つからお選びください。

1.佐目分校 2.河内分校 3.芹谷分校

昭和38年、昨年3月に閉園された○○保育園が町立となりました。 次の3つからお選びください。

1.久徳保育所 2.清涼保育園 3.多賀保育園

昭和39年、栗東ー関ヶ原間の名神高速道路開通に伴い開業したものは？ 次の3つからお選びください。

1.ふるさとむら 2.多賀町観光協会 3.多賀サービスエリア

先月号の答えは下記の通りです。

Q1…2.土田茂平町長、Q2…1.芹川ダム、Q3…3.胡宮神社、Q4…1.多賀保育園、Q5…河内の風穴

Q10

Q9

Q8

Q7

Q6

5050505050505050505050505050505050

編／集／後／記

別れと旅立ちの季節から１ヶ月が過ぎ、新緑がすば
らしい気持ちのいい季節になりましたs新生活を始め
られた方も慣れられたのではないでしょうか。私は新
しい仕事を覚えるのにまだ悪戦苦闘中です。それでも
いろんな方に助けてもらいながら、この5月号を発行
でき、嬉しく思っていますsまだまだ未熟ですが、魅
力ある広報を皆さんにお届けできるよう頑張りますの
で、クイズの答えといっしょに感想やご意見をお寄せ
ください。
kikaku@tagatown.jp （し）

応募方法
官製はがきで、解答と「広報たが」へのおたより（俳

句・短歌・川柳・イラスト）やご意見を役場企画課までお
送りください。Ｅメール・有線ＦＡＸでも結構です。

有線FAX 2 - 2018
taga@tagatown.jp

締め切りは5月26日（木）です。正解者の中から抽選
で10人の方に粗品を進呈いたします。発表は景品の
発送をもってかえさせていただきます。
なお、おたよりの内容は抽選とは無関係です。

多賀町 ひとの動き （平成17年3月末 現在）

（ ）内は前月比

世　　帯　　数 2,614世帯（－3）

人　口
8,441人
（＋17人）

男　性 4,016人（－10）

女　性 4,425人（－7）

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定

多賀町町民憲章

町の花

ササユリ

町の木

スギ

町の鳥

ウグイス

古
紙
配
合
率
100％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広
報
た
が

広
　
　
報
　
た
　
が
　
5
月
号
　
　
　
　
発
行
■
多
賀
町
役
場
　
編
集
■
企
画
課
〒

522 ‐
0341

滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
多
賀
3
2
4
電
話

0
7
4
9 ‐
4
8 ‐
8
1
2
2

毎
月
発
行
　
通
巻
第
6
9
3
号
　
印
刷
■
有
限
会
社
エ
ー
・
サ
イ
ト

6 3．多賀町商工会
7 1.ゆりかご保育所
8 3.芹谷分校
9 2.清涼
10 3.多賀サービスエリア


